の危 きに 泣く 悲劇 も、 思えば 世の あらゆる 顕われ は、 

人が この 一 事 を 考えつめた 結果に すぎまい。 



一- 



松 葉つな ぎの 松葉 は、 一 つなぎず つに 大きな ものに 

こうさ 

なって いく。 最初の 分岐点から 最初の 交叉点までの 二 

つの 道 は 離れ 合い かた も 近く、 程 も 短い。 その 次の は 

やや 長い。 それが だんだんと 先に 行く に 従って 道と 道 



と は 相 失う ほどの 間隔と なり、 分岐点に 立って 見渡す 

とも、 交叉点の あり やなし やが 危 まれる 遠 さとなる。 

つきあ 

初めのう ち は 青い 道 を 行っても すぐ 赤い 道に 衝 当たる 

し、 赤い 道を迪 つても 青い 道に 出 遇う し、 欲張って 踏 

また 

み 跨がって 二つの 道 を 行く こと もで きる。 しかしな が 

ら 行け ども 行け ど も 他 の 道に 出 遇い かねる 淋し さや、 

己れ の 道の いずれで あるべき か を 定め あぐむ 悲し さが、 

おいおいと 増して きて、 軌道の 発見せられ ていない 

彗 1 の 行方の ような 己れ の 行路に 慟哭す る 迷いの 深み 

に 落ちて いくので ある。 



だ 時、 人 はた まりかね て 解決 以外の 解決に 走る。 なん 

でもい いから 気の 落ち 付く 方法 を 作りたい。 人と 人と 

のどか 

が 互いに 不安の 眼 を 張って 顔を合わせたくない。 長閑 

な 日和 だと 祝し 合いたい。 そこで 一 つの 迷信に 満足せ 

ねばならなくなる。 それ は、 人生に は 確かに 二つの 道 

は あるが、 しょうに よって は その 二つ を こね 合わせて 

一 つに する ことができる という 迷信で ある。 

すべ ての 迷 U 曰 は 信 W 以上に 執着 生 を 有する もので あ 

ると ぉリ、 この 迷信 も 群集心理の 機微に 触れて いる。 

すべての 時代 を 通じて、 人 はこの 迷信に よって わずか 

に 一 一 つの 道と いう ディ レンマ を 忘れる ことができた。 



人 はいろ いろな 名に よって この 一 一 つの 道 を 呼んで い 

る。 アポロ、 、ディ ォニ ソスと 呼んだ 人 も ある。 ヘレ 二 

ズム、 ヘブライズムと 呼んだ 人 も ある。 Biard-headed, 

tender-hearted と 呼んだ 人 も ある。 霊、 肉と 呼ん 

だ 人 も ある。 趣味、 主義と 呼んだ 人 も ある。 理想、 現 

実と 呼んだ 人 も ある。 空、 色と 呼んだ 人 も ある。 この 

ごとき を 数え上げる ことの 愚か さは、 針 頭の 立ちうる 

まさ 

天使の 数 を 数えん とした 愚か さに も 勝った 愚か さで あ 



数に ある 交叉点の 一 つに ぶっかる ことがある。 その 時 

そこに 安住の 地 を 求めて、 前に も 後ろに も 動くまい と 

身構える 向き も あるよう だ。 その 向きの 人 は 自分の 努 

力に 何の 価値 を も 認めて いぬ 人と 言わねば ならぬ。 余 

力が あって それ を 用いぬ の は 努力で はない からで ある。 

その 人の 過去 は その 人が 足 を 停めた 時に 消えて なくな 

る。 
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